
    ３Qのテーマは３つ「活⽤・アウトプット・成功体験」 

  来週から第３Qが始まります。基礎・基本の学⼒と学習の意欲・態度が⼗分⾝について 
 いると、ここから先は加速度的に学習活動が進んでいきます。それは国語や算数に限った 
 ことではなく、プロジェクト学習や探究学習も同様です。 
  今回は、３Qからのテーマについてお伝えいたします。 

 ３Qのテーマ「活⽤・アウトプット・成功体験」 
  ①活動の中⼼の移⾏「習得→活⽤→探究」 
  ②活動形態の変化「インプット→アウトプット」 
  ③努⼒や協働を必要とする成功体験 

 ①活動の中⼼の移⾏「習得→活⽤→探究」 

  第３Qからは、段々と活⽤的な活 
 動を増やしていきます。 
  本校は学習活動を右図のように 
 設定していますが、私はこの割合 
 は学年や時期によって変化すると 
 考えています。 
  例えば、１年⽣は６年⽣に⽐べ 
 習得の割合が⾼いはずです。ひら 
 がなやカタカナが習得できていな 
 ければ、活⽤も探究も難しいから 
 です。（もちろん低学年はずっと 
 習得ということはないです） 
  学年が上がるごとに、活動の中 
 ⼼が習得から活⽤や探究へ移り変わっていくイメージです。 
  同様に１，２Qも習得の割合は⾼いでしょう。漢字や計算などの基礎・基本の学習は 
 しっかりと定着するまでが⼤変です。しかし、⼀度定着すれば、それを忘れないための反 
 復練習に多くの労⼒は必要ありません。⼗分な習得を果たしたら、やはり後半からは活⽤ 
 や探究へと活動の中⼼が移り変わっていくはずです。 
  今年度の２年⽣は順調に学習が進んでいるので、第３Qからは、プロジェクト学習や探 
 究学習はもちろん、国語や算数の授業でも、活⽤的な内容や発展的な内容を増やしていき 
 たいと考えています。  



  ②活動形態の変化「インプット→アウトプット」 

  ①の内容と重なる部分も多いですが、アウトプット型の活動を増やしていきたいです。 
  １０才ごろまでは、インプットすることがとても楽しい時期です。「覚えた︕」「でき 
 た︕」「正解した︕」という学習の喜びは、今も昔もこれからも変わらないものでしょ 
 う。１，２Qは、こういった楽しさを⼦どもたちに感じてもらえるよう努めてきました。 
  結果として、基礎・基本の学⼒と学習意欲が⾼まり、学習態度も⾝に付きました。「学 
 び⽅を学ぶ」という⽬標も達成し始めています。 

  後半はアウトプット型の活動に取り組み始める時期です。 
  しかし、アウトプット型学習はなぜ重要なのでしょう︖全部は思いつかなかったので、 
 ChatGPTに聞きました。 
  解答１〜３がインプット 
 型学習の効果を⾼める⽬的 
 なのが興味深いですね。 
  また、４〜６は創造性や 
 ⼈間性と⾔った数値化しに 
 くい⾯を⽬的としているよ 
 うに感じます。 
  ⻑期に渡るプレゼンテー 
 ションや作⽂の活動を続け 
 ると、⼦どもが精神的に成 
 ⻑したなと感じる瞬間があ 
 りますが、アウトプットの 
 こういった効果が発揮され 
 ていたのかもしれません。 
   
  第３Qでは、デジタル 
 ブッ  ク  作  り、  English  project 
 のポスターや動画作り、ビブリオバトル、プロジェクト発表会など様々なアウトプットの 
 場があります。 
  これらの活動を経て、きっと⼦どもたちは更なる成⻑を⾒せてくれることでしょう。 

  ③努⼒や協働を必要とする成功体験 

  だれが⾔い出したのかは知りませんが、教育界では「⾏事で⼦どもは育つ」という⾔い 
 伝えがあります。そして、私が３Qにある⼤きな⾏事の中で、ぜひ⼦どもたちの成功体験 
 として残したい３つの⾏事が、「スポーツフェスティバル」「強歩会」「プロジェクト発 
 表会」です。 
  どれも⼦どものありのままの姿では成功は難しい⾏事です。たくさん練習すること、⻭ 
 を⾷いしばってがんばること、仲間と⼒を合わせることが必要です。 
  がんばって、背伸びしてがんばって、ようやく達成することができたとき、⼦どもたち 
 は⼤きな成⻑を遂げます。 
  すぐには気付かないけれど、しばらくした後、「最近しっかりしてきたな」「１年⽣の 
 頃よりもだいぶ成⻑したな」と思うことも増えることでしょう。 
  そういった成⻑を促せるように、上⼿に⽬標設定をして、⼦どもたちの意欲を⾼め、み 
 んなで⽬標を達成し、喜びを分かち合いたいと思っています。 

  まずはスポーツフェスティバルのソーラン節ですが、なんとあと３週間で本番です。 
  当⽇素晴らしい演技を披露できるように、２年⽣⼀同⼒を合わせてがんばっていきま 
 す。応援よろしくお願いします︕ 




